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ボイラープラント完成！…………●❷
大潟村は創立60周年！ …………●❷
地鎮祭を行いました…………………●●❸
八郎潟の田んぼアート……………●❸
潟吉君の田んぼ日記………………●❸
クイズまるごと大潟村……………●❹
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表紙写真：８月11日撮影

新
米

　春に桜と菜の花が咲き誇る県道298
号は、夏には向日葵ロードに様変わり。
夏季休暇に来村する観光客や帰省客
を、満面の笑顔で出迎えています。こ
こ数年は大きな花が咲いた途端に豪雨
や強風を浴び、すぐ倒れてしまうこと
が多かったのですが、今年は先日の台
風の影響も少なく、比較的長い期間立
ち姿を楽しむことができました。

TEL 0120－45－3388（8時30分～17時00分受付）
FAX 0120－65－2280（24時間受付）
MAIL ce-kome1@atlas.plala.or.jp（24時間受付）

ご 注 文 専 用

ご不明な点は上記ご注文専用     までお問合せください。

● 年間予約の発送について（毎月10日・25日発送）
　現在年間予約をしていただいている方でご連絡
のない方は継続とさせていただきます。
　令和６年産米の年間予約内容について、変更・
ご要望等ございましたらお早めにご連絡ください。

●令和６年産新米の発送について
　皆様よりご愛顧いただいておりますソーラーライス

は間もなく収穫を迎えます。発送時期は下記の通りとなります。
◆カントリー米・特別栽培米…10月上旬　　◆有機米…10月中旬　
◆もち米…10月下旬　　◆サキホコレ…11月上旬
　新米の予約を随時受け付けておりますので、ご連絡をお待ちして
おります。

ご不明な点はフリーダイヤル0120ー45ー3388までご連絡ください。

新米と特産品、産直野菜等を
販売いたします。

新米キャンペーンについて
江東区民まつり 令和６年10月19日㈯～20日㈰

東京都江東区都立木場公園で
生産者、当社社員がお待ちしております。

※年間予約の変更等は発送日の１週間前までにご
連絡ください。

本場なまはげも皆
様のご来場をお待
ちしております。

お　知　ら　せ
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　大潟村は、かつて日本で２番目の大きさの湖であった八郎潟の中央部分を干
拓し、昭和39年10月に誕生した新しい村です。今年10月には、創立60周年
を迎えます。
　では、なぜ大潟村が誕生したのか、みなさんはご存じでしょうか。
　かつての八郎潟は、面積がおよそ22,000ha、日本海とつながっていた汽水湖で、最深部でも４～５mと非常に浅く、
たくさんの魚がとれる豊かな湖でした。
　ところが第二次世界大戦後、日本は深刻な食糧不足に見舞われました。この食糧不足を解消するため、政府は全国各
地で干拓事業に取り組みました。そして昭和26年、独立国となった日本は、経済的自立と一層の食料増産が急務となり
ました。その一環として、浅くて広い八郎潟の干拓が計画されたのです。
　国営八郎潟干拓事業は昭和32年４月に始まり、昭和52年３月に完了しました。なんと20年間もかかったのです。こ
の結果、かつての八郎潟の約８割が干拓され、湖底に新たな大地が誕生しました。事業の途中ですが、干拓地が姿を表
した昭和39年には、干拓地の中央部分に「大潟村」という新たな自治体が発足したのです。

ボイラープラントボイラープラント
完成完成！！

　カントリーエレベーター施設から生じる籾殻の有効活用を目指す

「籾殻バイオマス地域熱供給事業」の大黒柱となる籾殻ボイラープラ

ントが令和６年７月に完成しました。

　カントリーエレベーターや村内農家から受け入れた籾殻（写真1）

を、２基のバイオマスボイラーで燃焼させます（写真2）。90℃まで

加熱した温水をタンクで貯蔵し（写真3）、村内の公共施設にパイプ
ラインを通じて供給します。各施設で熱交換器を介して熱を取り出す

ことにより、石油系ボイラーの代替熱源として活用されます。

　籾殻の燃焼後に発生する燻
くん

炭
たん

（写真4）は、将来的には農業資材と
しての利用も検討されています。

■1

■2

■3

■4

ソーラー通信
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　大潟村のあきたこまちも、予想され

る収穫適期まで１ヶ月を切りました。

現時点での生育状況は、７月の長雨の

影響で、稲の草丈がやや伸びすぎな傾

向があるものの、おおむね良好です。

　この原稿は台風10号が日本列島に迫

りくる中で書いているのですが、その

影響が不安なところではあります。先

日の太平洋側から来た台風は、大潟村

に到達するころにはだいぶ弱まり、被

害はありませんでした。今回の台風が

大潟村や他の地域にも傷を残さぬよう

祈るばかりです。

　最近、息子が大潟村にやたら興味を

持ちだしました。何やら大潟村やその

周辺を紹介しながら旅をしている方の

動画をYouTubeで見たようで、「ぼー

ちょーすいもん（防潮水門）でたんす

い（淡水）とかいすい（海水）にわか

れてぇ」など、聞いてもないのに一人

で喋っています。村内に立つ、北緯40

度と東経140度が交わる経緯度交会点

標示塔でも、自分が動画配信者かのよ

うに話していました（笑）。台風も息

子のおしゃべりも止めることはできな

いようです。

　８月８日は神主様曰く、大安の中でも特別な吉日だそうです。新精米工
場建設工事「地鎮祭」が関係者出席のもと執り行われました。
　当社精米工場は昭和63年から稼働を開始し、時代とともに様々な機械
導入と更新、工場の増築・改築を繰り返しながら、お客様が安心できる高
品質で安全な商品づくりへの取り組みを進めてきました。特に衛生面と異
物混入防止に関しては、製品の安全性を確保するために衛生管理の手法
「HACCP（ハサップ）」を導入し、マニュアルに沿っての厳格な品質管理
に努めながら現在に至ります。
　この度の新たな精米工場の建設は、現在の様々な問題を解消すべく更な
る生産性向上を目的に進めてまいりました。
　厳かな儀式のもと、土地の神様に対して工事の安全を祈願しました。来
年４月からの稼働開始に向けて工事が進められます。お米をご購入くださ
る皆様方には、引き続きご愛顧のほどよろしくお願いいたします。

地鎮祭地鎮祭をを
行いました行いました

　大潟村のおとなり、八郎潟町で田んぼアートを鑑賞

してきました。今年の主役はパリオリンピック　バド

ミントン女子ダブルスで銅メダルを獲得したシダマ

ツペア～志田千陽選手（八郎潟町出身）と松山奈未

選手。会場の塞
さい

の神
かみ

農村公園には立派な見晴台があり、

繊細ながらも迫力ある田んぼアートを愉しみました。

黒、赤、黄色などの稲が繊細に組み合わさり、よく見

ると稲の高いところや低いところもあったりと全体

で自然に見えるのが素晴らしかった～

　見晴台の近くには田んぼアートの紹介パネルがあり、下絵の段階から遠近

法を用いたり、測量したりと想像以上に大変な作業であると初めて知ること

もできました。田んぼアートは私たちがやっている米作りとは全く違うもの

ですが、良いものを作ろうとする情熱は同じなんだなぁとなんだか感激し、

帰りに何度も振り返り観てしまいました。

　まだ残暑は続きそうですが、収穫まで気を抜かず次の目的地、実りの秋ま

で走り続けます。

絵柄の左側は、町のマスコットキャラクター「ニャンパチ」。２人を応援する姿も見事に表現

撮影日　８月18日

八郎潟八郎潟のの
田んぼアート田んぼアート
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　今年のお盆前は台風に翻弄されていました。８日に発生した台風５号の進路予想図では岩手県に上
陸して秋田県沖に抜けるという珍しい進路。しかも進路予想が東経140度、北緯40度の経緯度交会点
を通過するコースだったので、台風対策でバタバタしておりました。農機や風で飛ばされては困るも
のを格納庫へ仕舞ったり、飛ばされないようにしっかり固定したり…大騒ぎしたものの、大潟村では
大きな被害が出なかったので笑い話で済みました。しかし、11日に６号、13日に７号、14日に８号
そして19日に９号が発生したので台風のニュースを聞くたびにいつも以上にビクビクしていました。
来月には稲刈りが始まりますので、このまま何事もなく豊作を迎えたいものです。

応募方法 応募先

９月号

①氏名

②年齢

③〒 住所

④電話番号

⑤答え
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イ
ズ
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潟
村
」
係

東 京 都  伊　野 様

神奈川県  今　津 様

千 葉 県  小　川 様

神奈川県  工　藤 様

東 京 都  添　川 様

埼 玉 県  金　子 様

北 海 道  柳　原 様

神奈川県  宮　田 様

神奈川県  高　橋 様

東 京 都  吉　山 様

クイズ当選者発表７月号
（No.347）

前々回クイズの解答
正解は

●❸相 撲
でした。

　秋田県出身の元関脇・豪風
が親方を務める「押尾川部屋」
の合宿が６月14日から18日ま

で大潟村で行われました。 ファ
ンや地元の人たちからは、迫力のある
稽古に大きな歓声や拍手が起こってい
ました。さて、 に入る伝統ある
競技は何番でしょうか。

　今年のパリオリンピックは盛り上がりましたね。なかでも銅メダルを獲得した『シ
ダマツ』ペアの志田選手は隣町の八郎潟町出身なので、応援にも熱が入りました。こ
れからの活躍も期待したいと思います。さて、『シダマツ』ペアの競技は何番でしょ
うか。

問題

❶卓球
❷バドミントン
❸テニス

つぎの❶❷❸のなかから選んでお答えください。

令和６年10月15日必着
●ハガキまたはメールにて応募ください！
クイズ専用メール　ce-rice-eigyo@ogata-ce.co.jp
●正解者の中から抽選で10名の方に大潟村
　特産品を進呈いたします。
●当選者の発表はソーラー通信
　令和６年11月号に掲載いたします。

★お米の交換はお届日から10日以内といたします。
　（お気づきの点がございましたら、ご連絡くださいますようお願いいたします。）
★ポイントの交換はお米と一緒にご注文くださいますようお願いします。サービス品のみの発送には
送料がかかりますのでご了承ください。

★年間予約の変更等は発送日の１週間前までにご連絡ください。
★当社ホームページよりお米のご注文ができるようになっております。
★当日発送の受付締切り時間が午前10時となりました。午前10時過ぎのご注文は翌営業日発送と
なりますのでご了承ください。
※ご不明な点がございましたら、営業時間内（８時30分～17時）0120－45－3388まで
　　ご連絡ください。
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